
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）

事業者の主たる
業種

年度 設備、対象、工程等

２１年度 一般照明 幻弔

２１年度 給湯設備 犬Vｈ

２１年度 ポンプ

５４５６０ｔ－３１％ -14.1 写ワド出し

向回F出し

且ラドロロ

5456.0 －３．１％ －１４． 

用途区分 原単位の指標 目標年度（計画） 増減率（計画） 増減率（実績）

京都国際ホ
テル

0.132t-co2/､２ －２．２ －１２．６ 

ホテルフジ

タ京都
０．１５４t-co2/､２ 

藤田ホテル
マネジメン

０．０１６t-co2/､２ 00 １１２．５ 

取阻且尋（二酸化庚竃換廊）

Ⅲｗ了可■￣丘T可可■￣
…－，画－
－－，，回■■■ﾛ■
－－ｍ四一
一一ｍ四

露悪罵薑
ｍｍｍ－ｍＦＴ泊一

目標年度（計画） 増減率（計画） 増減率（実績）

【02)(０３）5456.0 －３．１％ -14.1％ 

注１鹸当するロには、レ印を記入してください。特定卒業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です．

２「基準年度」とは計画期間の薊年度を、「目標年度」とは計画期間の餓終年度を、「報告年度」とは叶圃期間のうち、今回報告の対欺となる年度をいいます。

３「事梁所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送噸爾排出区分」とは自動車運送事業者については使用の本拠の位置を凉榔府内とする車両
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物噸爾又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出量等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を記入してください。「原111位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生巌数通、延べ床面
積、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減量等」のうち「森林の保全及び整備」の「目標年度（計画）」欄には計iuijUjllIl中の目標の累計を、「報告年度（爽綴）」欄には実頗の累計を記入してください。

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排111戯の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への興献、グリーン調逮の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減
などを艇入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
京都市中京区油小路二条下る二条柚小路町２８４番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

藤田ホテルマネジメント株式会社代表取締役社長丸林孝

事業者の主たる
業種 ホテルサービス業

該当
要件

する事業者
鯵京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1.500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

r'京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針

電気ガス等消費エネルギーの節約を全社員関連会社に徹底し３%台のCO2削減をめざす。

推進体制
社長以下各部署及び協力会社の組織化を図り地球温暖化対策に対する認識指導の促進な努め、３ヶ月単位の報告会儀を実施

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
霞の状況

年度

21年度

21年度

21年度

設備、対象、工程等

一般照明

給湯設備

ポンプ

措置内容

ダウンライト等可随な限りLED型電球に取替またレストランの調光スイッチ等を取り外し蛍光灯型冠球に取替

宿泊者数及び宴会等の状況によりストレージを１台停止

池への補給水用ポンプを停止し補給水は冷蔵庫用冷却水還りと接続した

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実綴）

（１９）年度
(二酸化炭粛換算）

日課年度（計幽）

（２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画） 報冒涜鰯）

(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

5.629.0ｔ 5,456.0ｔ -3.1％ 4,836.4ｔ -14.1％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ 5,629.0ｔ ＊２ 5,456.0ｔ －３．１％ ＊４ 4,836.4ｔ -14.1％ 

ホテルフジタ京都が２月閉店の結果数値減もあったが普段の努力が数値に出たと思われる。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

京都国際ホ
テル

二酸化炭素換算

延べ面積
ホテルフジ

タ京都

二酸化炭素換算

延べ面積

藤田ホテル
マネジメン

二酸化炭素換算

延べ面積

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.135 t-co2/m２ 0.132t-co2/m２ -2.2％ ０．１１８t-co2/m２ -12.6％ 

0.160 ｔ-002/､２ 0.154t-co2/m２ -3.8％ 0.133t-co2/m２ -16.9％ 

0.016t-co2/､２ ０．０１６t-co2/m２ 0.0％ 0.O34t-co2/m２ 112.5％ 

ホテルフジタ京都が２月閉店の結果数値減もあったが普段の努力が数値に出たと思われる。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の溝入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計 ･画）

取組量等 (二酸化炭素換鋒）

(整蝋面溜i） hａ (吸収壁） ｔ 

(利用量） ｍｏ (削減量） ｔ 

(売愈量） kwｈ (削減壁） ｔ 

(鱗供給且） GＪ (削減壁） ｔ 

(購入通） kwｈ (削減趣） ｔ 

(購入壁） ｔ (削減量） ｔ 

*３ｔ 

報告年度（実績）

取俎量等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収戯） ｔ 

(利用壁） ｍ、 (削減量） ｔ 

(宛冠量） kwｈ (削減戯） ｔ 

(麟供給避） GＪ (削減量） ｔ 

(賎入且） kWｈ (削減殿） ｔ 

(鱒入量） ｔ (削減戯） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 5,629.0ｔ 

目標年度（計画）

(⑧2)-(轍）5,456.0ｔ

増減率（計画）

-3.1％ 

報告年度（実績）

4,836.4ｔ (｡4)-(●5） 

増減率（実績）

-14.1％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


